
ちば県議会だより  平成30年［2018年］2月4日（日曜日）

総合企画水道常任委員会
日にち　平成29年10月3日（火）
調査先　成田国際空港（成田市）
目　的　 今後も増加が予想される国際空港需要

へ対応するための、利用客の利便性向
上等の取り組みについて調査しました。

常任委員会では、それぞれの所管する事項の審査の参考とするため、現場に出向いて調査活動を行っています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。常任委員会活動報告

保安検査について説明を受ける委員

県土整備常任委員会
日にち　平成29年12月19日（火）
調査先　小松海岸（山武市）
目　的　 建設現場における生産性向上を図る取

り組みとして、ドローンにより収集した
測量データを活用したＩＣＴ土工につ
いて調査しました。 ICT土工について説明を受ける委員

農林水産常任委員会
日にち　平成29年12月18日（月）
調査先　 東部家畜保健衛生所（東金市）

県立農業大学校（東金市）
目　的　 防疫マップシステムなど家畜防疫の取

り組みと担い手育成に向けた農業大学
校の取り組みを調査しました。 １年生の生徒による説明に聞き入る委員

商工労働企業常任委員会
日にち　平成29年12月18日（月）
調査先　幕張新都心拡大地区の地下植物工場（習志野市）
目　的　 未利用の共同溝を有効活用した世界初

の全自動地下植物工場で、レタスなど
の葉物野菜を栽培する設備等について
調査しました。 地下植物工場のシステムについて説明を受ける委員

千葉県  常任委員会　 検索

問
　
職
員
の
退
職
手
当
を
早
急
に

引
き
下
げ
る
理
由
は
何
か
。

　
ま
た
、
施
行
時
期
を
平
成
三
十

年
二
月
一
日
と
し
て
い
る
の
は
、

な
ぜ
か
。

答　

退
職
手
当
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
は
、
早
期
に
民
間
と
の
較
差

を
解
消
さ
せ
る
た
め
、
平
成
三
十

年
一
月
か
ら
支
給
水
準
の
引
き
下

げ
を
行
う
こ
と
と
し
た
国
の
見
直

し
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
速
や
か

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

判
断
し
た
。

　

ま
た
、
施
行
時
期
に
つ
い
て
は
、

職
員
へ
の
周
知
に
必
要
な
期
間
を

考
慮
し
て
、
平
成
三
十
年
二
月
一

日
と
し
た
。

問
　
水
道
局
と
企
業
土
地
管
理
局

の
組
織
統
合
に
つ
い
て
、
水
道
局

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

現
在
、
県
水
道
局
で
給
水
し

て
い
る
、
水
道
事
業
の
約
三
百
万

人
、
工
業
用
水
道
事
業
の
二
百
八

十
一
社
の
お
客
様
に
対
し
て
、
影

響
が
出
な
い
こ
と
を
第
一
に
、
今

後
、
統
合
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
な
体
制
の
整
備
に
向
け
て
、
し

っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

問
　
国
保
保
険
給
付
費
等
交
付

金
の
交
付
に
関
す
る
条
例
案
、
国

保
事
業
費
納
付
金
の
徴
収
に
関

す
る
条
例
案
を
踏
ま
え
、
平
成

三
十
年
度
か
ら
の
「
国
保
の
広
域

化
」
に
向
け
、
市
町
村
は
ど
の
よ

う
な
事
務
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
保
険
給
付
費
等
交
付
金

及
び
国
保
事
業
費
納
付
金
は
、

ど
の
程
度
の
予
算
規
模
と
な
る

見
込
み
な
の
か
。

答　

市
町
村
で
は
、
こ
れ
ら
の
交

付
金
や
納
付
金
な
ど
に
関
連
す

る
部
分
に
つ
い
て
、
市
町
村
国
保

条
例
の
改
正
等
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
医
療
給
付
費
等
の
支
払

い
の
た
め
に
市
町
村
に
交
付
す
る

保
険
給
付
費
等
交
付
金
は
四
千

三
百
億
円
程
度
、
保
険
料
等
を
原

資
と
し
て
市
町
村
か
ら
徴
収
す
る

国
保
事
業
費
納
付
金
は
一
千
八
百

億
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
骨
子
案
の
作
成
を
進
め
て
い

る
、
再
生
土
の
埋
め
立
て
に
係
る

条
例
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
基

本
的
な
考
え
方
は
何
か
。

答 　

・
再
生
土
の
埋
め
立
て
を
届

出
制
に
し
て
、
規
制
す
る

・ 

情
報
の
透
明
性
を
高
め
、
近
隣

住
民
の
不
安
解
消
が
図
れ
る
よ

う
な
措
置
を
と
る

・ 

適
正
な
埋
め
立
て
を
確
保
す
る

た
め
の
基
準
を
設
け
、
事
業
者

に
遵
守
義
務
を
課
す

・ 

履
行
義
務
違
反
等
に
対
し
、
罰

則
規
定
を
設
け
る

な
ど
で
あ
る
。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

問
　
幕
張
新
都
心
拡
大
地
区
の

新
駅
設
置
に
関
し
、
千
葉
市
か
ら

駅
舎
整
備
の
負
担
割
合
案
が
示

さ
れ
た
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

協
議
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

千
葉
市
に
お
い
て
、
「
市
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、
（
仮

称
）
幕
張
新
都
心
拡
大
地
区
新

駅
設
置
協
議
会
を
設
立
し
、
負
担

協
議
を
始
め
て
い
く
。
」
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
地
元
企
業
、

千
葉
市
、
企
業
土
地
管
理
局
で
構

成
し
、
協
議
会
と
し
て
の
負
担
の

方
向
性
を
協
議
し
て
い
く
。

問
　
次
期
農
林
水
産
業
振
興
計

画
で
は
、
全
国
順
位
に
加
え
、
目

標
金
額
を
設
定
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
と
、
具
体
的
な
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

答　

全
国
順
位
と
い
う
相
対
的
な

目
標
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
金

額
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
目
標
を
よ

り
明
確
に
し
、
農
林
漁
業
者
の
所

得
向
上
に
つ
な
げ
る
指
標
を
設

定
し
た
。

　

農
業
で
は
、
園
芸
作
物
や
畜
産

物
な
ど
の
単
価
ア
ッ
プ
や
、
生
産

量
拡
大
の
た
め
の
産
地
強
化
を

図
る
。

　

水
産
業
で
は
、
つ
く
り
育
て
る

漁
業
の
一
層
の
推
進
や
拠
点
漁
港

の
高
度
衛
生
管
理
型
市
場
整
備

に
よ
り
、
収
益
改
善
と
県
外
船
の

水
揚
げ
金
額
の
増
加
を
図
る
。

　

六
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
地
域

資
源
を
活
用
し
、
地
域
内
外
か
ら

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

訪
れ
る
消
費
者
と
交
流
す
る
直

売
所
や
、
観
光
農
園
な
ど
の
取
り

組
み
を
促
進
さ
せ
る
。

問
　
県
職
員
が
入
札
情
報
を
漏
え

い
し
た
容
疑
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ

た
事
件
の
再
発
防
止
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

答　

県
土
整
備
部
で
は
、
業
務
適

正
執
行
推
進
本
部
を
新
た
に
立

ち
上
げ
た
。

　

ま
た
、今
回
の
事
件
の
事
実
関
係

の
調
査
や
、
利
害
関
係
者
と
の
会

食
の
実
態
把
握
な
ど
は
、
千
葉
県

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
議
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
行
う
。

　

今
後
、
調
査
の
結
果
な
ど
も
踏

ま
え
、
同
様
の
事
案
が
二
度
と
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
土
整
備
常
任
委
員
会

問
　
定
時
制
高
校
の
夜
間
給
食
を

廃
止
し
た
場
合
、
食
育
の
推
進
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
確

保
、
経
済
的
に
厳
し
い
生
徒
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
ど
う
担
保
す
る

の
か
。

答　

食
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

食
育
の
実
践
に
向
け
た
研
修
会

に
よ
る
食
育
担
当
者
の
力
量
の

充
実
を
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

夕
食
の
場
の
み
な
ら
ず
、
教
育

活
動
全
体
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

経
済
的
に
厳
し
い
生
徒
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
夕
食

費
補
助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
を

図
っ
て
い
く
。

文
教
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の

主
な
質
疑
か
ら

予算委員会の設置 ※ 平成30年1月9日付で、会派の名称が、
　民進党から民進・立憲に変更されました。

■平成29年度予算委員会委員名簿 

自　　民　　党

◎ 佐　野　　　彰 ◯ 江野澤　吉　克
◯ 武　田　正　光 木名瀬　捷　司
信　田　光　保 今　井　　　勝
林　　　幹　人 鶴　岡　宏　祥
関　　　政　幸 小　池　正　昭
石　井　一　美 三　沢　　　智
小　路　正　和 伊豆倉　雄　太

民 進 ・ 立 憲
竹　内　圭　司 天　野　行　雄
礒　部　裕　和 石　井　敏　雄
松　戸　隆　政

公　　明　　党 塚　定　良　治 田　村　耕　作
共　　産　　党 三　輪　由　美
市民ネット・社民・無所属 入　江　晶　子
千　　翔　　会 水　野　友　貴
千 葉 県 民 の 声 プ リ テ ィ 長 嶋
いんば無所属の会 岩　井　泰　憲
無　　所　　属 川　名　康　介

◎委員長　○副委員長

　12月定例県議会において、県の新年度予算及び関係する議案を横断的
かつ多角的に審査するため、予算委員会が設置されました。


